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　被験者に 2度発話をしてもらうタスク (タスク 1),被験者に 1
度発話をしてもらうタスク (タスク 2)に加え,ドライバからの問
い掛けに対し意図的にシステムが応答しないというタスク (タス















平均 最大 平均 最大 最小
基本周波数 ○ - - -
ラウドネス ○ ○ - - -
視線 X座標 ○
視線 Y座標 ○ ○
頭部ピッチ
頭部ヨー ○ ○ ○ ○
　　　　　　　　 (○:有意差有, 空欄:有意差無, -:抽出不可)
表 2 識別器によるシステム向け発話推定結果 (％)
Precision Recall F-Measure
韻律のみ 65.2 39.5 49.2
視線,顔向きのみ 72.1 61.3 66.3
韻律 +視線顔向き 76.0 67.9 71.7
を調べた. これらの特徴量を全発話区間, 発話開始または終了前






線 (X座標,Y座標)と顔向き (ピッチ,ヨー)の特徴量 (4次元),全
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